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報告１：テーマ：行政保健師によるこれからの地域組織活動を考える  発表者小川雅子 
【目的】卒業生保健師の集い（以下，「集い」）を 2000年から毎年1回実施し、卒業生と
教員が協働し現場のニーズにより即した企画を進めている。今回「集い」構成員にグルー
プインタビューを行い、保健師活動の課題を質的に分析し、これからの保健師活動を検
討した。【方法】 2013年 3月、約2時間のグループインタビューを実施した．内容は「現
在，力を入れている活動とその理由」「行き詰りを感じている活動と状況」を尋ねた。
分析は逐語録より内容を要約し、類似する内容ごとに分類・命名し、カテゴリーとしカ
テゴリー間の関係性を検討した。聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得、承認
された方法を順守した。【結果】対象者は４地域の行政で働く卒業生７名、経験年数は 17
年１名、 13年１名、８年１名、５年１名、２年３名であった。１）力を入れている活動及
び行き詰まりを感じている活動はともに「地域組織活動」が指摘された。２）課題を地域
組織活動に焦点化し、分析結果を大カテゴリー【  】，小カテゴリー〈  〉として分類整理
した。大カテゴリーは【保健師による地域組織の課題】【保健師の地域組織への期待】【円
滑な地域組織活動の要因】【保健師の地域組織に対する活動課題】【これからの地域組織形
成や運営の考え方】【これからの地域組織のイメージ】の６つであった。３）語られた地域
組織活動は、生活習慣病・育児支援対策などの健康づくりを目的としたものであり、地域
組織の種類としては，保健師が育成に携わっている組織と保健師が連携する既存の組織で
あった。４）【保健師による地域組織の課題】は〈時代の変化に合わせた新たな活動に取り
組めない〉〈組織の役割が終わっても解散できない〉など６小カテゴリーが抽出された．【保
健師の地域組織への期待】は〈健康な生活に地域住民のつながりは重要〉〈保健委員や地域
の組織と協働して地域の健康問題を解決していきたい〉〈地域のリーダーが核となって健康
な地域を作ってほしい〉など６つが抽出された．【円滑な地域組織活動の要因】は〈目的が
ある組織は結集している〉など５つ、【保健師の地域組織に対する活動課題】は〈活動効果
の指標を開発する必要がある〉など５つ、【これからの地域組織形成や運営の考え方】は〈型
にはめた組織・組織の継続だけに関心を寄せるのではなく、柔軟な組織を考える〉など６
つの小カテゴリーが抽出された。これらの分析を通して、参加者が描いた【これからの地
域組織のイメージ】は〈顔つなぎだけの暖かさだけのつながりでもよい〉〈参加者がやりた
いことを伸ばしていける〉〈目標を達成したら解散してもよい〉〈地域のその時のニーズに
対応できる〉〈社会のニーズとともに変化していける〉の５つが抽出され、既成概念を取り
払い型にはまらない緩やかな地域組織活動がイメージされた。【考察】これからの保健師は
地域組織活動に対して柔軟なイメージを持ち、多様な地域の健康課題に主体的に活動でき
る力を育て、既存の活動ありきではなく社会や地域の人々のニーズの変化をいち早く捉え
分析し、活動方法を変えていくことが必要である。これにより各地域組織が自助・互助を
支える組織として発展していくと考える。  
＊2013年度第２回公衆衛生看護学学会で発表した（204.1.13）。 
報告２：報告１から保健師にとって必要な能力は、地域の健康課題解決のための事業化や
そのための判断能力の向上の必要性が示唆されたので、研究者は研修会を企画した。対象
を本学の卒業生を中心とした地域の保健師とし、2014年 3月 29日に実施した。内容は、「ケー
スメソッドで保健師の判断能力を鍛えよう」をテーマに、慶應義塾大学大学院健康マネジ
メント研究科の小池智子先生をファシリテーターにお呼びした。参加者は 28名であった。  
 
 
 
 
